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答えは19日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

（
２
０
２
０
年
７
月
５
日
朝
刊
）

雨
あ
め

が
続

つ
づ

き
、
各

か
く

地
ち

で
ク
マ
が
出

し
ゅ
つ

没
ぼ
つ

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
新

し
ん

型
が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

か
ん

染
せ
ん

対
た
い

策
さ
く

の
た

め
、
こ
と
し
の
仙

せ
ん

台
だ
い

七
夕
ま
つ
り

は
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
り
ま
し
た
。
学

が
っ

校
こ
う

で

も
い
ろ
い
ろ
な
活

か
つ

動
ど
う

や
行

ぎ
ょ
う

事じ

が
制

せ
い

限
げ
ん

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
へ
い

和
わ

で
平

へ
い

穏
お
ん

な
毎

ま
い

日
に
ち

を
願
い
、
皆

み
な

さ
ん
も
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
日に

本ほ
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

協
き
ょ
う

会か
い

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
仙
台
市し

岡お
か

田だ

小
し
ょ
う

校こ
う

長
ち
ょ
う

阿あ

部べ

謙け
ん

）
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問 題

１ 記
き

事
じ

の中
なか

から次
つぎ

の数
すう

字
じ

を探
さが

しましょう。

①七
たな

夕
ばた

はいつ （ 日

②登
と

米
め

市
し

迫
はさま

町
ちょう

新
にっ

田
た

地
ち

区
く

で住
じゅう

民
みん

が七夕飾
かざ

りを作
つく

った日
ひ

日

③参
さん

加
か

人
にん

数
ずう

約
やく

（ ）人

④短
たん

冊
ざく

は何
なん

枚
まい

（ ）枚

⑤行
ぎょう

政
せい

区
く

長
ちょう

の星
ほし

勘
かん

司
じ

さんは何歳
さい

（ ）歳

⑥展
てん

示
じ

はいつまで （ ）日まで

⑦展示時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

（ ）時～午
ご

後
ご

（ ）時

⑧休
きゅう

館
かん

日
び

（ ）日

２ あなたが短冊に願
ねが

い事
ごと

を書
か

くとしたら、どんなことを書きますか。

（ ）

（
小
学
１
〜
６
年
生
／
家
庭
学
習
）
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夏
休
み
の
過
ご
し
方
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目標定め苦手克服を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
始
業
式
が
大
幅
に
遅
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
年
は
前
期
の

中
間
考
査
を
実
施
し
な
い
中
学

校
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
何
を

意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
学
習
量
が
例
年
よ

り
減
っ
た
生
徒
が
多
く
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
本
来
は

自
分
で
目
標
を
定
め
、
自
ら
そ

の
目
標
に
向
け
て
努
力
で
き
る

の
が
望
ま
し
い
。

一
方
、
定
期
試
験
と
い
う
勉

強
へ
の
強
制
力
を
持
っ
た
イ

ベ
ン
ト
が
な
い
と
勉
強
し
な

い
、
と
い
う
生
徒
も
い
る
。
そ

の
よ
う
な
生
徒
は
、
夏
休
み
も

含
め
て
ほ
ぼ
勉
強
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。

今
年
は
模
試
を
受
け
る
な
ど

何
か
特
別
な
こ
と
を
し
な
い
限

り
、
夏
休
み
前
に
自
分
の
学
力

を
測
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
。

本
来
は
長
期
休
み
に
す
る
べ
き

「
弱
点
や
苦
手
の
克
服
」
が
で

き
な
い
ま
ま
、
秋
を
迎
え
る
生

徒
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
以
前
、

コ
ロ
ナ
休
校
中
に
学
習
状
況
に

差
が
出
る
可
能
性
に
言
及
し
た

が
、
そ
の
差
が
さ
ら
に
広
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

３
年
生
は
、
も
う
志
望
校
受

験
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
例
年
な
ら
夏
休
み

か
ら
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む

生
徒
が
多
い
が
、
今
年
の
夏
休

み
は
短
い
。
夏
休
み
に
入
っ
て

か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る

な
ら
、
既
に
黄
信
号
が
と
も
っ

て
い
る
と
忠
告
し
た
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
公
立
校
入
試

の
受
験
日
程
に
変
更
は
な
く
、

そ
の
日
ま
で
の
持
ち
時
間
も
全

員
同
じ
だ
。
た
だ
、
学
校
行
事

は
、
時
期
や
期
間
に
大
幅
な
変

化
が
あ
る
。
「
学
校
行
事
を
も

と
に
し
て
例
年
に
倣
う
こ
と
」

が
難
し
い
。

本
来
な
ら
動
い
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
動
か

ず
、
後
悔
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
、
夏
休
み
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
の
か
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

（
河
合
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
進
藤
誠

泉
中
央
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

東
北
の
夏
祭
り
を
応
援
す
る
キ
リ
ン

グ
ル
ー
プ
の
ビ
ー
ル
と
紅
茶
を
手
に

す
る
関
係
者
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地元自慢の味どっさり
大和・吉岡 まるごと市 にぎわう

ビンゴゲームを楽しむ買い物客

大
和
町
吉
岡
の
吉
岡
宿
本
陣

案
内
所
を
中
心
に
商
店
街
各
店

で
大
売
り
出
し
を
す
る
「
大
和

ま
る
ご
と
市
」
（
実
行
委
員
会

な
ど
主
催
）
が

日
あ
り
、
市

の
雰
囲
気
で
活
気
づ
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
、
検
温
や
マ
ス
ク

着
用
、
飲
食
禁
止
な
ど
の
対
策

を
実
施
。
各
飲
食
店
自
慢
の
弁

当
・
総
菜
や
地
場
産
マ
イ
タ

ケ
、
シ
イ
タ
ケ
が
早
々
に
売
り

切
れ
、
商
品
券
な
ど
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
盛
り
上
が

っ
た
。

ま
る
ご
と
市
は
６
〜

月
の

毎
月
第
２
土
曜
を
基
本
に
開

催
。
先
月
は
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
商

品
の
み
に
規
模
を
縮
小
し
た
。

実
行
委
員
長
の
高
橋
寿
昭
さ
ん

は
「
久
々
に
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
に
な
っ
た
。
日
常
的
に

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
感

覚
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

東
北
の
夏
祭
り

限
定
ラ
ベ
ル
商
品

売
り
上
げ
寄
付
へ

キ
リ
ン
が
県
庁
訪
問

東
北
６
県
の
夏
祭
り
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
ビ
ー
ル
と
紅
茶
を
６

月
に
発
売
し
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

と
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の
幹
部

が
、
遠
藤
信
哉
副
知
事
を
表
敬

訪
問
し
た
。

仙
台
七
夕
ま
つ
り
、
青
森
ね

ぶ
た
祭
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
配

し
た
「
一
番
搾
り
」
（
３
５
０

㍉
㍑
缶
、
２
万
８
０
０
０
ケ
ー

ス
）
、
「
午
後
の
紅
茶

お
い

し
い
無
糖
」
（
５
０
０
㍉
㍑
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
２
万
６
０
０
０

ケ
ー
ス
）
を
６
県
で
販
売
中
。

１
本
売
り
上
げ
る
ご
と
に
１
円

を
６
県
に
寄
付
し
、
観
光
振
興

に
役
立
て
て
も
ら
う
。

今
年
の
夏
祭
り
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
軒
並
み

中
止
と
な
っ
た
。
今
月
２
日
に

県
庁
を
訪
れ
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

の
杉
山
和
之
東
北
統
括
本
部
長

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
少
し
で

も
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
発

売
に
踏
み
切
っ
た
」
と
話
し
、

遠
藤
副
知
事
は「
来
年
に
向
け
、

相
乗
効
果
で
東
北
の
活
性
化
を

図
り
た
い
」
と
応
じ
た
。
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オンラインで合同授業 石巻・複式学級２校

石巻市の大原小（児童 人）

と寄磯小（児童７人）で 日、

ビデオ会議アプリ「 （ズ

ーム）」を利用した合同遠隔

授業の取り組みが始まった。

両校は複式学級で授業をし

ている。１人の教員が同じ教

室で２学年をそれぞれ指導す

るため、細かい指導時間が確

保できないといったデメリッ

トを解消する狙いがある。

大原小であった６年生３人

の国語の授業には、寄磯小の

６年生１人がオンラインで参

加。自己紹介の後、ネットの

使い方について意見を交換し

た。大原小の５年生３人はヘ

ッドセットを着け、寄磯小で

実施する５年生の授業に加わ

った。

大原小５年の渥美真帆さん

は「他の人の意見も聞け

て考え方が広がった。人数が

多い方が授業が楽しい」と語

った。

大原小は新型コロナウイル

ス感染拡大による休業中の

４月中旬から５月末までオ

ンライン授業を実施した。同

校の三浦敏校長は「先生が今

回身に付けたスキルを活用

し、へき地校同士が連携して

学びを充実させたい」と話し

た。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
寄
磯
小
の
授
業
に
参
加
す
る
大
原
小
の
児
童
ら

学
年
ご
と

人
数
多
く
楽
し
い
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風 東部は南。西部は西。

波 ２のち15㍍。あすは１㍍。
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【かほくワークシートの模範解答】

１ 記
き

事
じ

の中
なか

から次
つぎ

の数
すう

字
じ

を探
さが

しましょ

う。

①七
たな

夕
ばた

はいつ ７ 日

②登
と

米
め

市
し

迫
はさま

町
ちょう

新
にっ

田
た

地
ち

区
く

で住
じゅう

民
みん

が七夕飾
かざ

り

を作
つく

った日
ひ

３ 日

③参
さん

加
か

人
にん

数
ずう

約
やく

人

④短
たん

冊
ざく

は何
なん

枚
まい

（150）枚

⑤行
ぎょう

政
せい

区
く

長
ちょう

の星
ほし

勘
かん

司
じ

さんは何歳
さい

歳

⑥展
てん

示
じ

はいつまで 日まで

⑦展示時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

９ 時～午
ご

後
ご

５ 時

⑧休
きゅう

館
かん

日
び

５ 日

２ あなたが短冊に願
ねが

いを書
か

くとした

ら、どんなことを書きますか。

（自
じ

由
ゆう

解
かい

答
とう

）
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⊃

日
の答

え
だ
よ

～ 日

【催 し】

日（日）

「世界ヘビの日」イベント（ 時、

太白区・市八木山動物公園）▷ワ

ークショップ「太陽の通り道をた

どろう！―アナレンマのふしぎ」

（ 時 分、青葉区・市天文台）

日（水）

県民ロビーコンサート（ 時 分、

青葉区・県庁）

日（木）

やまゆり観察会（ 時と 時 分、

太白区・市野草園、 日も）▷草

木あそび展（９時、太白区・市野

草園、８月 日まで）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

日

仙
台

▽
お
か
だ
小
児
科
（
小
児

科
）
‖
泉
区
黒
松
０
２
２
（
７
２
８
）

６
０
５
７
▽
か
ん
の
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
若
林
区
大
和
町

（
７
６
２
）
５
６
８
４
▽
北
原
整
形

外
科
（
整
形
外
科
）
‖
泉
区
南
光
台

南
（
２
５
２
）
７
７
３
５
▽
広
南
休

日
内
科
小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小

児
科
）
‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）

５
８
５
８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央

（
３
７
３
）
９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン

タ
ー
（
内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・

婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖

若
林
区
舟
丁
（
２
６
６
）
６
５
６
１

▽
北
部
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児

科
・
外
科
）
‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０

１
）
６
６
１
１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も

急
病
診
療
所
（
小
児
科
）
‖
太
白
区

あ
す
と
長
町
（
２
４
７
）
７
０
３
５

▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所
‖
青
葉
区

五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
つ
つ
み
内
科
外

科
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖

白
石
市
清
水
小
路
０
２
２
４
（
２
５
）

１
１
８
１
▽
公
立
刈
田
総
合
病
院

（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵
本
（
２

５
）
２
１
４
５
▽
吉
村
歯
科
医
院
‖

白
石
市
八
幡
町
（
２
６
）
２
１
１
８

角
田
・
丸
森

▽
仙
南
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
２
０
０
３

柴
田

▽
大
沼
胃
腸
科
内
科
外
科

医
院
（
内
科
）
‖
柴
田
町
槻
木
上
町

０
２
２
４
（
５
６
）
１
４
４
１
▽
み

や
ぎ
県
南
中
核
病
院
（
外
科
）
‖
大

河
原
町
西
（
５
１
）
５
５
０
０
▽
と

し
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
大
河
原
町

広
表
（
５
２
）
８
１
４
３

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
相
互
台
（
３
８
６
）

１
８
２
５

岩
沼

▽
い
た
の
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
恵
み
野
０
２
２
３
（
２
９
）

４
１
５
８

亘
理
・
山
元

▽
さ
く
ら
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
亘
理
町
東
郷
０
２

２
３
（
２
３
）
０
３
６
６
▽
紺
野
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
亘
理
町
逢
隈
中
泉

（
３
２
）
０
６
７
７

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
城
南
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
多
賀
城
市
城
南
（
３

８
９
）
２
０
０
８

黒
川

▽
日
吉
台
き
む
ら
内
科
‖

富
谷
市
日
吉
台
０
２
２
（
３
４
８
）

０
７
２
２

大
崎

【
昼
】
▽
冨
樫
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
内
科
）
‖
古
川
大
宮
０
２
２
９

（
２
３
）
４
４
５
６
▽
永
仁
会
病
院

（
外
科
）
‖
古
川
旭
（
２
２
）
０
０

６
３
▽
大
崎
市
民
病
院
鹿
島
台
分
院

（
内
科
）
‖
鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）

２
６
１
１
▽
近
江
医
院
（
内
科
）
‖

三
本
木
（
５
２
）
３
０
５
７
▽
大
崎

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）

‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】

▽
永
仁
会
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
旭

（
２
２
）
０
０
６
３

加
美
・
玉
造

▽
お
の
だ
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
加
美
町
下
原
０
２
２
９
（
６

７
）
２
２
２
８

遠
田

▽
横
山
医
院
‖
美
里
町
関

根
０
２
２
９
（
３
４
）
２
２
３
０

栗
原

▽
一
迫
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

‖
一
迫
真
坂
０
２
２
８
（
５
２
）
２

１
２
２
▽
若
柳
消
化
器
内
科
‖
若
柳

川
北
（
３
２
）
２
３
１
６

登
米

▽
登
米
市
立
米
谷
病
院
‖

東
和
町
米
谷
０
２
２
０
（
４
２
）
２

０
０
７
▽
高
橋
歯
科
医
院
‖
登
米
町

寺
池
（
５
２
）
３
２
１
０

石
巻

▽
い
し
づ
か
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
内
科
）
‖
恵
み
野
０
２
２
５

（
９
２
）
７
３
１
１
▽
石
巻
市
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）
‖
蛇
田

（
９
４
）
５
１
１
１
▽
あ
べ
ク
リ
ニ

ッ
ク
産
科
婦
人
科
（
産
婦
人
科
）
‖

大
街
道
西
（
２
２
）
３
３
２
２
▽
栗

原
医
院
‖
桃
生
町
寺
崎
（
７
６
）
４

１
７
０
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診

療
所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２
２
３
▽

よ
し
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
‖
渡
波

（
２
４
）
１
１
８
５

東
松
島

▽
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
矢
本

内
科
‖
小
松
０
２
２
５
（
２
４
）
６

１
１
９

気
仙
沼

▽
村
岡
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
３

９
９
０
▽
田
中
前
加
藤
歯
科
医
院
‖

田
中
前
（
２
２
）
１
１
６
７

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
県
蔵
王
自
然
の
家
主
催
「
満
喫

！
蔵
王
の
夏
」

８
月

、

日
の

１
泊
２
日
、
蔵
王
町
・
同
自
然
の
家
。

沢
遊
び
や
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
、
星
空

観
察
、
登
山
な
ど
自
然
体
験
活
動
を

通
し
親
子
が
触
れ
合
う
。
対
象
は
小

中
学
生
と
保
護
者
で
、

人
程
度

家
族
。
参
加
料
１
人
３
０
０
０
円
（
リ

フ
ト
代
、
入
場
料
別
）
。
申
し
込
み

は
メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
は
が
き
で
７

月

日
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

同
自
然
の
家
０
２
２
４
（
３
４
）
２

１
０
１
。

◇
県
志
津
川
自
然
の
家
主
催
事
業

「
ヨ
ッ
ト
＆
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」

９
月

、

日
の
１
泊
２
日
、
南
三

陸
町
・
同
自
然
の
家
お
よ
び
志
津
川

湾
。
対
象
は

〜

歳
。
定
員

人
。

参
加
料
３
１
０
０
円
（
宿
泊
、
保
険

代
な
ど
込
み
）
。
詳
細
を
自
然
の
家

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
申

し
込
み
は
往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル
で

７
月

日
ま
で
。
同
自
然
の
家
０
２

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

２
６
（
４
６
）
９
０
４
４
。

◇
県
司
法
書
士
会

、

日
午

後
１
時
半
〜
４
時
半
、
大
崎
、
石
巻

の
各
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー
。
相

続
登
記
、
会
社
登
記
、
多
重
債
務
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
。
予
約
優
先
。

同
会
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５
。

◇
東
北
臨
床
宗
教
師
会

日
午

後
３
〜
９
時
。
僧
侶
や
牧
師
、
神
職

ら
が
電
話
で
心
身
の
不
調
や
孤
独
感

な
ど
の
悩
み
に
応
じ
る
。
相
談
電
話

（
０
１
２
０
）
７
８
３
６
４
３
。日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
仙
台
市
泉
区
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
市
名
坂
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
名

取
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４

時

分
）
▽
登
米
市
・
イ
オ
ン
タ
オ

ウ
ン
佐
沼
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も

受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分

・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

遠隔地の娘や孫とオンラインで交流する松田さん（左）と
見守る加藤社長‖ノキシタ

刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄
刄

仙
台
市
宮
城
野
区
の
共
生
型

複
合
施
設
「
オ
ー
プ
ン
・
ビ
レ

ッ
ジ
・
ノ
キ
シ
タ
」
は

日
、

Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
ら
を

対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の

交
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
る
。
ア
プ
リ
の
使
い

方
な
ど
を
手
ほ
ど
き
し
て
遠
隔

地
の
家
族
や
友
人
と
つ
な
ぐ
ほ

か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を

持
た
な
い
人
に
は
パ
ソ
コ
ン
を

貸
し
出
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
予
約
制
。
交
流

ス
ペ
ー
ス
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

を
持
参
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
や
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
な
ど
を
手
伝
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
お
膳
立
て
す

る
。
１
回
４
０
０
円
（

歳
以

上
の
高
齢
者
は
３
０
０
円
）
で

３
時
間
ま
で
利
用
可
能
。
複
合

施
設
の
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
が
使
え

る
。

日
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
先

立
ち
、
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。

若
林
区
の
無
職
松
田
益
子
さ
ん

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ビ

デ
オ
会
議
ア
プ
リ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
ズ
ー
ム
）
」
を
利
用
し
、
東

京
に
い
る
次
女
や
孫
娘
と
の
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
行
き
来
が
難
し
く

な
り
、
顔
を
見
る
の
は
約
３
カ

月
ぶ
り
。
松
田
さ
ん
は
「
画
面

越
し
に
元
気
な
姿
が
見
ら
れ

て
安
心
し
た
。
一
人
で
は
ス
マ

ホ
を
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
な

い
。
こ
こ
で
娘
や
孫
に
つ
な
い

で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
喜

ん
だ
。

ノ
キ
シ
タ
を
運
営
す
る
ア
イ

ネ
ス
ト
（
宮
城
野
区
）
の
加
藤

清
也
社
長
は
「
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
と
会
え
ず
、
家
に
こ
も
り

き
り
で
は
心
身
が
弱
っ
て
し
ま

う
。
ノ
キ
シ
タ
を
気
軽
に
訪
れ
、

施
設
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

営
業
時
間
は
午
前
９
時
半
〜

午
後
４
時
半
。
日
曜
祝
日
な
ど

は
休
業
。
連
絡
先
は
ノ
キ
シ
タ

０
２
２（
３
５
２
）３
０
２
２
。

七
ケ
宿
焼
の
ブ
ラ
ン
ド
「
東
北
炭
流
し
」
の
皿
な
ど
が
並
ぶ
陶
器
市

七
ケ
宿
町
産
の
素
材
で
風
土

に
根
差
し
た
「
七
ケ
宿
焼
」
を

手
掛
け
る
同
町
の
無
限
陶
房

で

日
、
初
め
て
の
窯
出
し

陶
器
市
が
始
ま
っ
た
。

日
ま

で
。

窯
出
し
し
た
ば
か
り
の
素
朴

な
焼
き
締
め
の
器
や
、
白
地
に

墨
色
の
流
れ
模
様
で
雪
深
い
水

源
や
炭
焼
き
の
歴
史
を
表
現
し

た
「
東
北
炭
流
し
」
の
皿
、
酒

器
、
鉢
な
ど
約
８
０
０
点
を
展

示
販
売
し
て
い
る
。

陶
房
は
２
０
１
８
年
設
立

で
、
地
元
産
の
粘
土
を
使
い
、

近
く
の
西
山
学
院
高
に
あ
る
登

り
窯
や
、
道
の
駅
七
ケ
宿
に
隣

接
す
る
工
房
の
電
気
釜
で
主

に
作
品
を
制
作
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

作
品
展
や
英
国
で
の
催
事
出
展

な
ど
が
軒
並
み
中
止
と
な
っ

た
。町

の

、

代
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
４
人
と
作
陶
す
る

業
務
執
行
役
員
の
氏
家
博
昭
さ

ん

は
「
登
り
窯
と
燃
料
の

ア
カ
マ
ツ
、
粘
土
、
き
れ
い
な

水
が
そ
ろ
う
七
ケ
宿
な
ら
で
は

の
陶
器
を
手
に
と
っ
て
み
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

入
場
無
料
。
午
前

時
〜
午

後
５
時
。
連
絡
先
は
０
２
２
４

（
２
６
）
８
２
９
０
。

仙

台

日
か
ら

複
合
施
設
が
手
ほ
ど
き

七
ケ
宿
焼

点
ず

り

ょ
う
ま
で

窯
出
し
陶
器
市
開
催

⊂⊂⊇
∪
∪
∧⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃
国恩記 著者は大和町吉岡にある龍泉院の住職
を務めた栄洲瑞芝（えいしゅう・ずいし）。大

和町史によると、篤志家９人の功績を後世に残そうと
1773年から８年がかりで全５巻を執筆した。同書に記
された史実は、映画「殿、利息でござる！」の基にも
なった。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末

抹

宿場の救済事業が色鮮やかに描かれた「国恩記」
の紙芝居

江
戸
時
代
後
期
、
現
在
の
大
和
町

吉
岡
に
あ
っ
た
宿
場
町
、
吉
岡
宿
の

救
済
事
業
を
記
し
た
古
文
書
「
国
恩

記
」
‖

‖
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
町
が
６
月

紙
芝
居

国
恩
記
の

九
人

を
制
作
し
た

町
制
施
行

周

年
記
念
事
業
の
一
環
。
デ
ジ
タ
ル
版

も
作
り
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
一
般
公
開
し
て
い
る
。

国
恩
記
は
、
物
資
輸
送
の
労
役
や

田
畑
不
足
な
ど
で
疲
弊
し
て
い
た
吉

岡
宿
を
案
じ
、
生
活
に
困
窮
し
て
い

た
人
々
を
救
う
た
め
、
９
人
の
町
人

が
尽
力
し
た
経
緯
を
ま
と
め
た
記

録
。
私
財
を
な
げ
う
っ
て
出
し
合
っ

た
１
０
０
０
両
の
大
金
を
仙
台
藩
に

預
け
入
れ
、
１
７
７
３
（
安
永
２
）

年
以
降
、
そ
の
利
息
を
配
分
し
て
救

済
を
進
め
た
実
話
が
書
か
れ
て
い

る
。紙

芝
居
は
Ａ
２
判

枚
。
仙
台
市

の
紙
芝
居
作
家
と
き
わ
ひ
ろ
み
さ
ん

が
脚
本
を
担
当
し
た
。

現
代
の
吉
岡
に
住
む
子
ど
も
た
ち

が
七
ツ
森
の
仙
人
を
名
乗
る
お
じ
い

さ
ん
と
出
会
い
、
魔
法
の
力
で
国
恩

記
の
世
界
に
入
り
込
む
と
い
う
設

定
。
穀
田
屋
十
三
郎
、
菅
原
屋
篤
平

治
、
千
坂
仲
内
と
い
っ
た
篤
志
家
の

町
人
９
人
が
勇
気
を
持
ち
、
結
束
し

て
吉
岡
宿
の
窮
地
を
救
っ
た
行
動
を

目
の
当
た
り
に
し
、
子
ど
も
た
ち
は

郷
土
の
先
人
の
足
跡
を
か
み
し
め

る
。絵

を
描
い
た
の
は
、
エ
ン
ト
ワ
デ

ザ
イ
ン
（
大
和
町
）
の
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
Ｊ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
（
ジ
ュ
ゴ
）
さ
ん
。

色
鮮
や
か
で
生
き
生
き
と
し
た
タ
ッ

チ
が
臨
場
感
を
醸
し
出
す
。

紙
芝
居
は

部
あ
り
、
町
内
の
小

中
学
校
や
児
童
館
、
公
民
館
図
書
室
、

県
図
書
館
な
ど
に
配
布
。
各
施
設
で

読
み
聞
か
せ
や
読
み
手
の
育
成
が
行

わ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
版
は

分
。
町
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
と
き
わ
さ
ん
の
語
り
で
観
賞
で

き
る
。

町
教
委
生
涯
学
習
課
主
事
の
金
沢

大
地
さ
ん

は
「
史
実
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く
郷
土
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
作
っ
た
。
歴
史
へ
の

想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

大和町 古文書 国恩記 基に制作
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椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋

ひ

わ

祭

コ
ロ
ナ

中
止

山

元

町

山
元
町
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
８
月
上
旬
に

予
定
し
て
い
た
「
や
ま
も
と
ひ

ま
わ
り
祭
り
」
を
中
止
す
る
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

同
町
沿
岸
部
の
農
地
約
５
・
５

㌶
を
会
場
に
、
約
１
８
０
万
本

の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る
。
２

０
１
８
年
に
始
ま
り
昨
年
は
約

２
万
人
が
訪
れ
、
新
た
な
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
た
。

町
主
催
の
祭
り
は
中
止
だ

が
、
耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産

法
人
「
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み

ら
い
野
」
が
散
策
路
を
設
け
、

無
料
で
摘
み
取
り
も
で
き
る
。

見
頃
は
８
月
上
旬
と
み
ら
れ

る
。
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